
 様式第７号の１ 
二戸市立仁左平小学校  

 教育的価値  具 体 の 項 目  教育課程

 ３【そなえる】 
⑮【東日本大震災津波の様子と被害の状況】 

 平成２３年３月１１日に発生した、東日本大震災津波の様子と被害

の状況について理解する。

総 合 

 【題材】被災地への訪問学習 
【対象】３～６学年児童４０名（３年 ９名、４年 １３名、５年 １０名、６年 ８名） 
【実践の概要】 

 

 

 

 

 

     

 

  

【実践の詳細】 

 

被災地は遠いので行

ったことがないよ。 

東日本大震災のこと

をもっと知りたいな。 

テレビでは被災地の様

子を見たことがあるわ。

ぼくは新聞でも見たこ

とがあるけど・・・。 ② 自分たちにできることは何かを考える

機会とする。 

① 実際に被災地の様子を自分の目で確か

め、そこで働く方々の話を聞き、東日本

大震災津波の被害の状況や、復興に向け

ての取組について理解する。 

実践の目的児童の実態 

当日はお座敷列車に乗車した。大きな被害を受け

たところでは徐行運転でしっかり見ながら説明し

ていただき、復旧工事が少しずつ進んでいることを

知った。 

児童の感想 

津波で１５８００人の

人が亡くなったのがこ

わいと思いました。そ

れから海が見えないの

がこわいということを

初めて知りました。 
（３年男子）

三陸鉄道は津波か

ら５日で列車を走

らせたというのが

すごいと思いまし

た。これからは防

災意識を高め、何

があっても生き延

びたいと思いまし

た。（５年男子） 

たくさんのことを教えてくだ

さった三陸鉄道の二橋さん 

海に向かって黙とう 

① 震  災  学  習  列  車

「よく見て、よく聞き、震災を学ぼう」

被災地への訪問学習のめあて 

《日 程》 
学校発（７：１０）⇒①震災学習列車（久慈駅９：１０～田野畑駅１０：３０）⇒北山崎（１１： 
００～１１：４５）⇒野田村 ②押川先生のお話（１３：００～１４：００）⇒学校着（１６：１０）

２ 被災地への訪問学習 

学習してくることは―「どんなところかな？」

東日本大震災の概要、訪問先への

ルート、学習内容と目的等について

学習した。 

１ 事 前 学 習 会 
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まとめ 

カンパネルラ田野畑駅で記念撮影 

あまちゃんにまつわる

エピソードも満載 

６年生の「自分たちに

できること」の発表 

押川先生に感想を伝える様子

・ 初めて被災地の様子を目にした児童

がほとんどだった。被災の現状を自分

の目で確かめ、直に話を聞いたことで、

自分にできることを考えたり、どんな

ふうに生きていくかを考えたりするき

っかけとなった。 
・ 新聞や発表、お礼状等で、学んだこ

とを発信する活動をとおして、さらに

学習を深めることができた。例えば、

６年生は復興に向けて自分たちにでき

ることとして、「伝える」「助ける」こ

とについて具体的に話し合ったり考え

たりした。 
・ 発信を受け止めてくれた保護者・地

域の方々が、改めて東日本大震災を振

り返るたいへん有意義な機会にもなっ

たようである。 

パネルに展示 

学習発表会では、作品展の会場に、「伝え

る活動」で使った資料をまとめたものを展

示して、保護者の方々にも見ていただいた。

学年ごとに内容を工夫して発表 

毎年、地域の方々をお招きして行っている

集会では、被災地訪問学習で学んだことを地

域の方々や１、２年生に伝える活動を行った。

野田村の医師押川先生は、震災当時、診療所も被災し、何

もないところでけがをした方々をみんなで協力して助けた

お話をしてくださった。 

津波の恐ろしさを語る押川先生

押川先生への学校紹介 

３ 地域の方々へ伝える活動 

きずなや他の人に対する思いやりがとても大切なこと

をあらためて学びました。あんなにきれいな海なのに

とてもこわい津波がくるなんて海はこわいと思いまし

た。私は、これから復興に関するお手伝いをどんどん

やりたいと思いました。（６年女子） 

海はすごく青いけど、震災のときは真っ黒な波が来た

話を聞いて、以前テレビで見た映像を思い出しました。

先生の「がんばる時はがんばる」という言葉が心に残

りました。せいいっぱいがんばりたいです。（４年男子）

児童の感想 

② 野田村 押川先生のお話




